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１．景観計画策定の背景と目的 
 

［景観計画策定の背景］ 
 

岩国市は、山、川、海の多彩で豊かな風景や歴史・文化的なまちなみ等、美しい景観を有して

います。特に、国指定の名勝である錦帯橋は、日本三名橋に数えられる等、全国に知られる景勝

地となっています。 

 

こうした先人から受け継いだ大切な景観を守り育てるために、「錦帯橋風致地区」の指定や「岩

国市街なみ景観条例」の制定等、各時代の社会情勢や地域のニーズに応じた景観づくりの取組を

行い、それぞれの地域で市民共有の財産である景観を守ってきました。 

 

そのような中、平成17年に景観に関する総合的な法律である景観法（平成16年6月18日法律

第110号）が全面施行されました。この法律により、地方公共団体が景観行政団体となり、景観

計画や景観条例を定めることで、地域の特性を活かした良好な景観形成に向けた実効性のある取

組を推進していく環境が整い、本市も平成19年6月、景観法に定める「景観行政団体」となりま

した。 

 

一方、本市は、平成18年の８市町村合併による新市発足により、さらに多様化した良好な景観

を有するとともに、その範囲も大きく拡大しました。そのため、拡大した市域を対象に、市民協

働による景観づくりの方向性を示す「岩国市景観ビジョン」を平成22年3月に策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観法の５つの理念 

○良好な景観は、現在及び将来における国民共有の資産として、整備保全を図る。 

○良好な景観は、地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等との調和により形成され

るもので、適正な制限のもとに整備保全を図る。 

○景観形成は、画一的な整備を行うものではなく、地域の個性を伸ばすよう多様な形成を図る。 

○景観形成には、観光や地域の活性化への配慮が必要で、住民、事業者、行政が一体的に取り

組む。 

○景観形成は、保全のみならず、新たな創出を含む。 
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［岩国市景観計画の目的］ 
 

本市の各地域における多種多様な景観は、私たちの祖先や先輩により、その時代における社会

情勢や地域のニーズに対応しながら大切に守られてきました。 

このような良好な景観は、一度失うと二度と戻らないものであり、各地域で守られてきた景観

を市民共通の大切な資産として整備・保全し、また新たに創造・誘導していく必要があります。 

今後も、本市の優れた景観を守り、育て、創り、後世へと継承していくため、「岩国市景観ビジ

ョン」の基本理念である『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』の実現に向け、

景観法に基づく景観計画を定めることとします。 
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２．岩国市景観計画の役割 
 

本計画は、岩国らしい景観づくりを総合的かつ計画的に推進するための指針を示し、市民・事

業者・行政の協働により、岩国市固有の景観を守り、育て、創り、伝えていくため、次の３つの

役割を担います。 

 

 

【岩国市景観計画が担う３つの役割】 

 

■岩国市が有する景観特性の明確化 

景観を守り、育て、創り、伝えていくためには、まず、本市が有する様々な景観を把握

し、共有することが重要です。市域全体や地域ごとの視点、また、市民が親しみ大切に感

じている視点から、本市の景観特性を明確に示すことで、未来へつなぐべき景観に対する

市民共通の認識を深めるための役割を果たします。 

 

■景観まちづくりの推進 

本計画は、これまでの本市における景観に関する取組を充実・強化するとともに、「岩国

市総合計画」や「岩国市都市計画マスタープラン」等に示されている将来像の実現に向け、

景観の視点からの取組を示すものです。これら上位計画等との調整を図りながら、総合的

な景観まちづくりを推進する役割を果たします。 

 

■市民・事業者・行政の連携を促す共通の指針 

総合的な景観まちづくりの推進のためには、市民・事業者・行政が目標を共有化すると

ともに、景観法の制度を積極的に活用し、連携して取り組んでいく必要があります。この

ため、本計画は、市民・事業者・行政が一丸となって景観形成を推進するための共通の指

針としての役割を果たします。 
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３．景観計画の位置づけ 
 

本計画は、景観法第８条に基づく計画として、対象とする区域（景観計画区域）、良好な景観の

形成に関する方針、良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項等を定めるもので、景観

形成の基本的な指針となるものです。 

また、計画の策定にあたっては、市の政策を展望しつつ、「岩国市総合計画」や「岩国市都市計

画マスタープラン」等の上位計画や関連計画と整合を図っています。以下に、計画体系における

「岩国市景観計画」の位置づけを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩国市景観計画の位置づけ（上位・関連計画を含めた計画体系） 

 
国 山口県 岩国市 

やまぐち未来 

デザイン 21 
岩国市総合計画 

【基本構想･基本計画】 

各種計画等 

山口県 

景観ビジョン 
美しい国づくり 

政策大綱 
岩国市 

景観ビジョン 

景観法 

支援 

国の基本理 
念との整合 

国･県の基本 
理念との整合 

岩国市都市計画 
マスタープラン 

○公共事業景観ガイドラ
インの策定 

○屋外広告物条例の制定 
等 

景観施策展開 
○啓発・人材育成 
○住民・市町村支援 
○公共事業景観配慮 

県景観条例 

景観施策の更なる展開 

岩国市 

景観計画 
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４．景観計画の構成 
 

本計画の全体構成を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


